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　韓
かん

国
こく

にいた時
とき

に、語
ご

学
がく

校
こう

で一
いち

年
ねん

間
かん

韓
かん

国
こく

人
じん

に英
えい

語
ご

を教
おし

えた体
たい

験
けん

がある。日
に

本
ほん

に来
き

てから語
ご

学
がく

教
きょう

室
しつ

を設
もう

けて、

数
すう

年
ねん

間
かん

韓
かん

国
こく

人
じん

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

え、日
に

本
ほん

人
じん

に韓
かん

国
こく

語
ご

を教
おし

え

た体
たい

験
けん

がある。また日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

で三
さん

年
ねん

間
かん

、日
に

本
ほん

人
じん

に韓
かん

国
こく

語
ご

を教
おし

えた体
たい

験
けん

がある。

　その中
なか

で、韓
かん

国
こく

人
じん

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えた体
たい

験
けん

では、日
に

本
ほん

で働
はたら

く韓
かん

国
こく

人
じん

が生
せい

徒
と

だったので、単
たん

に語
ご

学
がく

の習
しゅう

得
とく

とい

うことにとどまらず、日
に

本
ほん

生
せい

活
かつ

に馴
な

染
じ

んでいけること

を大
おお

きな目
もく

的
てき

として教
おし

えた。そこで私
わたし

が最
さい

大
だい

のテーマ

としたのは、異
い

文
ぶん

化
か

間
かん

に生
しょう

じる行
い

き違
ちが

いの克
こく

服
ふく

だった。

習
しゅう

慣
かん

的
てき

な制
せい

度
ど

のあり方
かた

、倫
りん

理
り

観
かん

や価
か

値
ち

観
かん

、物
もの

事
ごと

の発
はっ

想
そう

の仕
し

方
かた

、美
び

意
い

識
しき

のあり方
かた

などの違
ちが

いが、日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

するうえで大
おお

きな障
しょう

害
がい

となることを、私
わたし

自
じ

身
しん

が痛
つう

切
せつ

に

感
かん

じさせられたからである。

　たとえば、日
に

本
ほん

人
じん

の大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

の一
ひと

つに、物
もの

事
ごと

に対
たい

して受
う

け身
み

の立
たち

場
ば

に立
た

とうとする傾
けい

向
こう

がとても強
つよ

いこ

とがあげられる。自
じ

己
こ

主
しゅ

張
ちょう

をぶつけ合
あ

ってお互
たが

いを知
し

り合
あ

おうとするよりも、できるだけ共
きょう

通
つう

点
てん

を探
さが

して協
きょう

調
ちょう

し合
あ

おうとする国
こく

民
みん

性
せい

によるものだが、それが「主
しゅ

体
たい

性
せい

のなさ」と映
うつ

ってしまい、相
あい

手
て

が何
なに

を考
かんが

えている

のかが、なかなかつかめないのである。それに対
たい

して、

韓
かん

国
こく

人
じん

はいいたいことをどんどん主
しゅ

張
ちょう

するタイプなの

で、そこにいろいろな誤
ご

解
かい

が生
しょう

じて、関
かん

係
けい

がうまくと

れないことが、たくさん出
で

てくることになる。

　それで私
わたし

は、日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

である程
てい

度
ど

意
い

味
み

が通
つう

じるよう

になった段
だん

階
かい

で、受
うけ

身
み

形
けい

（受
じゅ

動
どう

態
たい

）の使
つか

い方
かた

を徹
てっ

底
てい

し

て身
み

につけさせるようにした。日
に

本
ほん

語
ご

ほど受
うけ

身
み

形
けい

を多
た

用
よう

する言
こと

葉
ば

は他
ほか

にないし、これをこなすことは、日
に

本
ほん

人
じん

の感
かん

受
じゅ

性
せい

にマッチした会
かい

話
わ

の上
じょう

達
たつ

には欠
か

かすことが

できない。

　「押
お

す」「蹴
け

る」「打
う

つ」などの他
た

動
どう

詞
し

だけではなく、

「座
すわ

る」「寝
ね

る」「言
い

う」「喜
よろこ

ぶ」「思
おも

う」など、自
じ

動
どう

詞
し

でも受
うけ

身
み

形
けい

をつくるのが日
に

本
ほん

語
ご

だ。たとえば「あなた

が死
し

ぬと困
こま

る」とはまず使
つか

わない。「あなたに死
し

なれ

ると困
こま

る」と受
うけ

身
み

形
けい

で使
つか

うのである。日
に

本
ほん

人
じん

の感
かん

覚
かく

か

らすると、前
ぜん

者
しゃ

の使
つか

い方
かた

では突
つ

き放
はな

された冷
つめ

たさが感
かん

じられ、後
こう

者
しゃ

の使
つか

い方
かた

では「本
ほん

当
とう

に私
わたし

を大
だい

事
じ

に思
おも

って

いてくれているんだな」という温
あたた

かさが感
かん

じられてい

る。

　能
のう

動
どう

態
たい

ばかりの使
し

用
よう

は、日
に

本
ほん

人
じん

に「きつい性
せい

格
かく

だ」

という印
いん

象
しょう

を与
あた

える。日
に

本
ほん

人
じん

との関
かん

係
けい

をよりスムース

なものとするためには、受
うけ

身
み

形
けい

の習
しゅう

得
とく

は驚
おどろ

くほど効
こう

果
か

をあげるものである。

1

日
に

本
ほん

語
ご

上
じょう

達
たつ

の決
き

め手
て

は受
うけ

身
み

形
けい

の使
つか

い方
かた

にある

呉
オ

　善
ソン

花
ファ

（エッセイスト）

2002 年９月発行 ISSN 1343-2524

44



NIHONGO-KYOIKU TSUSHIN No.44/September 2002

※        は、読者が教えている生徒のレベルを示します。

■ 授業のヒント ……………………………………………………………………………………………………… 16

スキットを使った会話練習

■ 写真で見る日本人の生活      ……………………………………………………………………………… 14

「おやすみなさい」…寝る

日本語上達の決め手は受身形の使い方にある
呉　善花（エッセイスト）

■ 表紙エッセイ

日本語教育における評価
　當作　靖彦（カリフォルニア大学サンディエゴ校教授）

■ 日本語･日本語教育を研究する　第20回 …………………………………………………………………………… 6

ハンガリー日本語教師会
　セーカーチ・アンナ（代表）、佐藤紀子（同運営委員）

■ 海外日本語教育レポート　第 2回 …………………………………………………………………………… 8

働く女性にマッサージが大人気
■ 新聞･雑誌から見る現代日本　第12回     　（※本コーナーは著作権の関係でホームページへの掲載ができません。）11

リーディング チュウ太
■ 授業に役立つホームページ　第 3 回 …………………………………………………………………………… 21

やりもらい（１）
■ 文法をやさしく　第 3 回 ………………………………………………………………………………………… 22

■ 本ばこ（新刊教材･図書紹介） …………………………………………………………………………………… 18

■ ニュース･編集部から ……………………………………………………………………………………………… 24

CONTENTS

中･上級

初･中級

    

2

日本語教育指導者養成プログラム修士コースについて
　日本語国際センター研修事業課   正野圭治、専任講師   簗島史恵

■ 国際交流基金日本語国際センター･政策研究大学院大学･国立国語研究所 連携プログラム ………………… 3

　日本からのなつかしい便りをありがとうございます。初

めて読みました。楽しくまた緊張しました。いい内容です。

わたしのいるところは標高 3000m 近く。砂漠と草原のオ

アシスの町です。わたしの学生はほとんどがチベット人で、

やがて教師になっていく人たちです。大半は農牧民の出身

です。学力差と日本語への興味関心の格差が大きくて授業

は苦労の絶え間がありませんが、優秀な学生は自学自習で

どんどん進歩します。

　一番の悩みは、ほとんど日本人との交流がなく、なま

の「正しい」日本語が聞けないことで、学生のなまりに引

きずられた日本語を教えているのではないかと恐れていま

す。この人たちが日本語能力試験を受け、日本語の新聞や

インターネットが読めるようになることを期待していま

す。また希望者には、やがて留学できるところまでもって

いきたいと思います。

編集部の皆さんお元気で

阿部治平　青海師範大学民族師範学院日語系　青海省海南蔵族自治

州共和県恰卜恰鎮（学校は、青海師範大学の一学部です。日本の国立

大学の教育学部に似ています。）

呉　善花（お・そんふぁ）

韓国済州島出身。1983 年来日、東京外国語大学大学院修士

課程修了。日韓ビジネスの通訳、翻訳業の傍ら日本語を教え

る。現在、拓殖大学日本文化研究所客員教授の他、日韓文化

協会の理事を務める ｡ 第 5 回山本七平賞受賞作の『攘夷の韓

国 ､ 開国の日本』をはじめ『スカートの風』（正、続、新）、『韓

国併合への道』、『「反日韓国」に未来はない』等、著書多数 ｡

表紙エッセイストプロフィール

読者から
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国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター・政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

・国
こく

立
りつ

国
こく

語
ご

研
けん

究
きゅう

所
じょ

連
れん

携
けい

プログラム

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラム修
しゅう

士
し

コースについて
日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター　研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

課
か

・正
しょう

野
の

圭
けい

治
じ

、 専
せん

任
にん

講
こう

師
し

・簗
やな

島
しま

史
ふみ

恵
え

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター（以
い

下
か

「センター」）では、2001（平
へい

成
せい

13 年
ねん

）年
ねん

9 月
がつ

から、ODA 対
たい

象
しょう

国
こく

（ただし、

中
ちゅう

国
ごく

は別
べつ

プログラムで対
たい

応
おう

しているので現
げん

在
ざい

対
たい

象
しょう

としていない）の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

の現
げん

職
しょく

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

もしくは日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

経
けい

験
けん

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

として、「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラム修
しゅう

士
し

コース」を開
かい

始
し

した。現
げん

在
ざい

、6 か国
こく

から 8 名
めい

の学
がく

生
せい

が、本
ほん

コー

スの第
だい

1 期
き

生
せい

としてセンターに宿
しゅく

泊
はく

し、文
も

字
じ

通
どお

り、日
にち

夜
や

、勉
べん

学
がく

に励
はげ

んでいる。本
ほん

稿
こう

では、この新
あら

たに開
かい

設
せつ

された修
しゅう

士
し

コー

スの目
もく

的
てき

や内
ない

容
よう

を紹
しょう

介
かい

するとともに、2003（平
へい

成
せい

15）年
ねん

度
ど

の学
がく

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

についても解
かい

説
せつ

する。

コースの目
もく

的
てき

　本
ほん

コースの目
もく

的
てき

は、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

家
か

として、日
に

本
ほん

語
ご

に熟
じゅく

達
たつ

し、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

において優
すぐ

れた指
し

導
どう

能
のう

力
りょく

を持
も

ち、かつ日
に

本
ほん

の社
しゃ

会
かい

・文
ぶん

化
か

全
ぜん

般
ぱん

にわたって理
り

解
かい

があるような、その国
くに

において将
しょう

来
らい

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の指
し

導
どう

者
しゃ

となるべき人
じん

材
ざい

を養
よう

成
せい

すること

である。その目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために、外
がい

国
こく

人
じん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

に対
たい

する日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の実
じっ

績
せき

を有
ゆう

する「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

セ

ンター」、言
げん

語
ご

学
がく

・国
こく

語
ご

学
がく

等
とう

の学
がく

問
もん

的
てき

研
けん

究
きゅう

機
き

能
のう

を有
ゆう

する「国
こく

立
りつ

国
こく

語
ご

研
けん

究
きゅう

所
じょ

」、政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

においての文
ぶん

化
か

に関
かん

する教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

機
き

能
のう

を有
ゆう

する「政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

」の 3 機
き

関
かん

が連
れん

携
けい

してこのコースを運
うん

営
えい

している。

コースの概
がい

要
よう

　本
ほん

コースは、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

における高
こう

度
ど

で実
じっ

践
せん

的
てき

な学
がく

位
い

プロ

グラムとして 1 年
ねん

間
かん

で日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の修
しゅう

士
し

課
か

程
てい

を修
しゅう

了
りょう

するもの

で、主
おも

な修
しゅう

了
りょう

要
よう

件
けん

は、以
い

下
か

の 2 点
てん

である。

（1）単
たん

位
い

取
しゅ

得
とく

　「言
げん

語
ご

」、「言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

」、「社
しゃ

会
かい

・文
ぶん

化
か

・地
ち

域
いき

」の 3 領
りょう

域
いき

に

おいて、必
ひっ

修
しゅう

28 単
たん

位
い

を含
ふく

む 36 単
たん

位
い

以
い

上
じょう

を取
しゅ

得
とく

する。

（2）特
とく

定
てい

課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

　

　1 年
ねん

という時
じ

間
かん

的
てき

制
せい

約
やく

のため、修
しゅう

士
し

論
ろん

文
ぶん

に代
か

えて、特
とく

定
てい

課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

（後
こう

述
じゅつ

）を課
か

す。

　学
がく

位
い

の認
にん

定
てい

は、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター、国
こく

立
りつ

国
こく

語
ご

研
けん

究
きゅう

所
じょ

、政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく

の 3 機
き

関
かん

のプログラム担
たん

当
とう

教
きょう

授
じゅ

で構
こう

成
せい

される委
い

員
いん

会
かい

が行
おこな

い、この委
い

員
いん

会
かい

で認
みと

められた研
けん

修
しゅう

生
せい

には、修
しゅう

士
し

号
ごう

 ［日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

］が与
あた

えられる。

カリキュラム

　学
がっ

期
き

は 4 学
がっ

期
き

制
せい

で、各
かく

学
がっ

期
き

と学
がっ

期
き

の間
あいだ

に 1 週
しゅう

間
かん

程
てい

度
ど

の休
きゅう

暇
か

期
き

間
かん

があるが、通
つう

常
じょう

2 年
ねん

間
かん

かかる修
しゅう

士
し

課
か

程
てい

を 1 年
ねん

間
かん

で修
しゅう

了
りょう

す

るため、スケジュールは大
たい

変
へん

厳
きび

しい。

（1）授
じゅ

　業
ぎょう

　　授
じゅ

業
ぎょう

の年
ねん

間
かん

カリキュラムは以
い

下
か

の通
とお

りである。

Graduate Program on Japanese Language and Culture

学
がっ

期
き

名
めい

秋
あき

大
だい

学
がっ

期
き

（16 週
しゅう

） 冬
ふゆ

小
しょう

学
がっ

期
き

（8 週
しゅう

） 春
はる

大
だい

学
がっ

期
き

（16 週
しゅう

） 夏
なつ

小
しょう

学
がっ

期
き

（8 週
しゅう

）

時
じ

　期
き

10 月
がつ

11 月
がつ

12 月
がつ

1 月
がつ

2 月
がつ

3 月
がつ

4 月
がつ

5 月
がつ

6 月
がつ

7 月
がつ

8 月
がつ

9 月
がつ

「言
げん

語
ご

」

領
りょう

域
いき

科
か

目
もく

日
に

本
ほん

語
ご

表
ひょう

現
げん

Ⅰ

日
に

本
ほん

語
ご

表
ひょう

現
げん

演
えん

習
しゅう

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

Ⅰ

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

Ⅱ

＊社
しゃ

会
かい

言
げん

語
ご

学
がく

＊日
に

本
ほん

語
ご

表
ひょう

現
げん

Ⅱ

＊対
たい

照
しょう

言
げん

語
ご

学
がく

＊言
げん

語
ご

学
がく

概
がい

論
ろん

＊認
にん

知
ち

言
げん

語
ご

学
がく

・心
しん

理
り

言
げん

語
ご

学
がく

研
けん

究
きゅう

会
かい

での第
だい

１期
き

生
せい

の発
はっ

表
ぴょう

「自
じ

国
こく

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を語
かた

る」

次
じ

ページに続
つづ

く
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日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラム修
しゅう

士
し

コースについて

（2）特
とく

定
てい

課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

　特
とく

定
てい

課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

は、原
げん

則
そく

として、来
らい

日
にち

前
まえ

より自
じ

国
こく

および自
じ

分
ぶん

の現
げん

場
ば

の問
もん

題
だい

点
てん

や課
か

題
だい

を踏
ふ

まえて各
かく

自
じ

が設
せっ

定
てい

してきたテーマ

について行
おこな

う。来
らい

日
にち

後
ご

、秋
あき

学
がっ

期
き

と冬
ふゆ

学
がっ

期
き

には、プログラム担
たん

当
とう

教
きょう

授
じゅ

および研
けん

究
きゅう

指
し

導
どう

教
きょう

官
かん

（学
がく

生
せい

1 名
めい

に主
しゅ

担
たん

当
とう

・副
ふく

担
たん

当
とう

2 名
めい

の研
けん

究
きゅう

指
し

導
どう

教
きょう

官
かん

がつく。）から指
し

導
どう

を受
う

けながら先
せん

行
こう

研
けん

究
きゅう

や研
けん

究
きゅう

方
ほう

法
ほう

について検
けん

討
とう

し、春
はる

学
がっ

期
き

には、原
げん

則
そく

として 3 週
しゅう

間
かん

程
てい

度
ど

、自
じ

国
こく

に戻
もど

って実
じっ

習
しゅう

や調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

を行
おこな

う。この一
いち

連
れん

の研
けん

究
きゅう

計
けい

画
かく

から実
じっ

習
しゅう

や調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

の考
こう

察
さつ

までを、春
はる

学
がっ

期
き

の残
のこ

りの時
じ

間
かん

と

夏
なつ

学
がっ

期
き

に、レポートあるいは論
ろん

文
ぶん

としてまとめて提
てい

出
しゅつ

する。

　2001 年
ねん

度
ど

、一
いっ

期
き

生
せい

の研
けん

究
きゅう

は、以
い

下
か

のようなテーマで行
おこな

われた。

コースの状
じょう

況
きょう

（1）初
しょ

年
ねん

度
ど

についての所
しょ

感
かん

　初
しょ

年
ねん

度
ど

もあと 2 ヶ月
げつ

ほどとなり、学
がく

生
せい

達
たち

は既
すで

に必
ひつ

要
よう

単
たん

位
い

数
すう

を取
しゅ

得
とく

して、最
さい

後
ご

の研
けん

究
きゅう

の仕
し

上
あ

げに、連
れん

日
じつ

遅
おそ

くまで研
けん

究
きゅう

室
しつ

に

閉
と

じこもっている。一
いっ

期
き

生
せい

は比
ひ

較
かく

的
てき

長
なが

い教
きょう

授
じゅ

経
けい

験
けん

を持
も

つ教
きょう

師
し

が多
おお

かったこともあり、この特
とく

定
てい

課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

のみならず、コー

ス内
ない

の各
かく

授
じゅ

業
ぎょう

においても、現
げん

場
ば

を踏
ふ

まえた具
ぐ

体
たい

的
てき

な議
ぎ

論
ろん

が重
かさ

ねられた。これが、日
に

本
ほん

の他
ほか

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

の大
だい

学
がく

院
いん

とは

異
こと

なる、このコースの大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

の一
ひと

つとも言
い

えよう。つまり、既
すで

にしっかり自
じ

分
ぶん

の教
きょう

授
じゅ

現
げん

場
ば

を持
も

った教
きょう

師
し

達
たち

が今
いま

一
いち

度
ど

学
がく

生
せい

として集
つど

うことで、その自
じ

分
ぶん

の現
げん

場
ば

を念
ねん

頭
とう

に置
お

きながら、視
し

野
や

を自
じ

分
ぶん

の所
しょ

属
ぞく

する機
き

関
かん

から地
ち

域
いき

、国
くに

、そして世
せ

界
かい

へと

広
ひろ

げること、その中
なか

で自
じ

分
ぶん

がしなければならないことや将
しょう

来
らい

果
は

たすべき役
やく

割
わり

を見
みい

出
だ

すことが、この「指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラ

ム」の目
もく

標
ひょう

である。もちろん、そのためには、自
じ

分
ぶん

の授
じゅ

業
ぎょう

を上
じょう

手
ず

に行
おこな

うことができる力
ちから

や自
じ

分
ぶん

の研
けん

究
きゅう

を深
ふか

めていく力
ちから

を養
やしな

うこともおろそかにはできな

いが、それに留
とど

まらず、例
たと

え

ば、常
つね

に自
みずか

ら得
え

た知
ち

識
しき

や情
じょう

報
ほう

をまわりにも発
はっ

信
しん

したり、ま

わりの状
じょう

況
きょう

をできるだけ広
ひろ

く

客
きゃっ

観
かん

的
てき

に把
は

握
あく

したり、更
さら

には

異
こと

なる立
たち

場
ば

や考
かんが

え方
かた

の他
ほか

の教
きょう

師
し

達
たち

とも積
せっ

極
きょく

的
てき

に関
かか

わってい

くといった、リーダーならで

学
がく

生
せい

名
めい

国
こく

籍
せき

・所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

研
けん

究
きゅう

テーマ

Yuddi, Adrian Muliadi インドネシア（北
きた

スマトラ大
だい

学
がく

） 北
きた

スマトラ大
だい

学
がく

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に対
たい

する日
に

本
ほん

語
ご

の敬
けい

語
ご

の指
し

導
どう

法
ほう

PANYO, Teerat タイ（チェンマイ大
だい

学
がく

） 事
じ

実
じつ

文
ぶん

と主
しゅ

張
ちょう

文
ぶん

の読
どっ

解
かい

比
ひ

較
かく

 －タイ人
じん

のための読
どっ

解
かい

教
きょう

材
ざい

作
さく

成
せい

に向
む

けて－

DE  VERA,  Lorna Velia フィリピン（フィリピン大
だい

学
がく

） フィリピンの大
だい

学
がく

レベルの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

と学
がく

習
しゅう

者
しゃ

による自
じ

律
りつ

学
がく

習
しゅう

の意
い

識
しき

化
か

HASPARINA, Abdul Ghafar マレーシア（マレーシア工
こう

科
か

大
だい

学
がく

） フォント配
はい

信
しん

技
ぎ

術
じゅつ

を利
り

用
よう

した Web 漢
かん

字
じ

教
きょう

材
ざい

の開
かい

発
はつ

に関
かん

する教
きょう

育
いく

工
こう

学
がく

的
てき

研
けん

究
きゅう

YEOH, Lee su マレーシア（マレーシア科
か

学
がく

大
だい

学
がく

） コミュニカティブ・アプローチに基
もと

づく授
じゅ

業
ぎょう

における視
し

聴
ちょう

覚
かく

教
きょう

授
じゅ

メディ

アが学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の学
がく

習
しゅう

意
い

欲
よく

に与
あた

える影
えい

響
きょう

ZUBAIDAH,  Binti Ali マレーシア（マラヤ大
だい

学
がく

） マレーシア人
じん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

向
む

けの文
ぶん

法
ぽう

手
て

引
びき

書
しょ

の作
さく

成
せい

PANDA,  Nabin Kumar インド（デリー大
だい

学
がく

） インドにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

－コミュニカティブ・アプローチの導
どう

入
にゅう

への展
てん

望
ぼう

－

MATSUZAKE, Cristina, Sanae ブラジル（松
まつ

の実
み

学
がく

園
えん

） 在
ざい

日
にち

10 代
だい

ブラジル人
じん

の親
おや

子
こ

のコミュニケーション

－言
げん

語
ご

生
せい

活
かつ

と心
こころ

の問
もん

題
だい

－

「言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

」

領
りょう

域
いき

科
か

目
もく

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

概
がい

論
ろん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

＊日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

評
ひょう

価
か

法
ほう

＊日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

教
きょう

材
ざい

・教
きょう

具
ぐ

論
ろん

＊日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

情
じょう

報
ほう

メディア論
ろん

第
だい

二
に

言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

研
けん

究
きゅう

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

演
えん

習
しゅう

Ⅰ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

実
じっ

習
しゅう

教
きょう

師
し

教
きょう

育
いく

論
ろん

（実
じっ

際
さい

は通
つう

年
ねん

科
か

目
もく

）

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

演
えん

習
しゅう

Ⅱ　

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

特
とく

定
てい

課
か

題
だい

論
ろん

文
ぶん

（上
じょう

記
き

2 科
か

目
もく

から選
せん

択
たく

必
ひっ

修
しゅう

）

「社
しゃ

会
かい

・文
ぶん

化
か

・地
ち

域
いき

」

領
りょう

域
いき

科
か

目
もく

日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

の社
しゃ

会
かい

と経
けい

済
ざい

＊異
い

文
ぶん

化
か

コミュニケーション

比
ひ

較
かく

文
ぶん

化
か

論
ろん

＊現
げん

代
だい

文
ぶん

化
か

分
ぶん

析
せき

演
えん

習
しゅう

単
たん

位
い

数
すう

必
ひっ

修
しゅう

：14　選
せん

択
たく

：2 必
ひっ

修
しゅう

：6　選
せん

択
たく

：12 必
ひっ

修
しゅう

：4　選
せん

択
たく

：6 必
ひっ

修
しゅう

：2　選
せん

択
たく

必
ひっ

修
しゅう

：4

（単
たん

位
い

数
すう

はすべて 1 科
か

目
もく

2 単
たん

位
い

　　＊は選
せん

択
たく

科
か

目
もく

）

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラム修
しゅう

士
し

コース第
だい

一
いっ

期
き

生
せい

課
か

題
だい

に取
と

り組
く

む（修
しゅう

士
し

コース研
けん

究
きゅう

室
しつ

にて）
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日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

プログラム修
しゅう

士
し

コースについて

はの姿
し

勢
せい

をも同
どう

様
よう

に身
み

につけてほしいと考
かんが

えている。今
こん

年
ねん

度
ど

も、そうした機
き

会
かい

が、授
じゅ

業
ぎょう

内
ない

外
がい

で様
さま

々
ざま

に設
もう

けられた。そして、

初
しょ

年
ねん

度
ど

の学
がく

生
せい

達
たち

は、そういう意
い

味
み

でも、その機
き

会
かい

に主
しゅ

体
たい

的
てき

に関
かか

わり、知
ち

識
しき

面
めん

に加
くわ

えて、将
しょう

来
らい

、それぞれが現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

指
し

導
どう

者
しゃ

となりうる力
ちから

を育
はぐく

み、大
おお

きく成
せい

長
ちょう

したと感
かん

じている。

（2）今
こん

後
ご

の計
けい

画
かく

　来
らい

年
ねん

度
ど

（2002 年
ねん

度
ど

）の参
さん

加
か

予
よ

定
てい

者
しゃ

の国
こく

籍
せき

と所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

は、以
い

下
か

の通
とお

りである。

　表
ひょう

からわかるように、初
しょ

年
ねん

度
ど

とは、国
こく

籍
せき

も所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

（教
きょう

授
じゅ

対
たい

象
しょう

）も、異
こと

なった新
あたら

しいメンバーが参
さん

加
か

することとなる。

今
こん

後
ご

、このコースが発
はっ

展
てん

するにしたがって、様
さま

々
ざま

な国
くに

から様
さま

々
ざま

な背
はい

景
けい

を持
も

った教
きょう

師
し

達
たち

が参
さん

加
か

することとなろう。しかし、

いずれにしても、上
じょう

述
じゅつ

の特
とく

徴
ちょう

を生
い

かしたコース運
うん

営
えい

に加
くわ

えて、今
こん

後
ご

は、このコースに参
さん

加
か

して帰
き

国
こく

する教
きょう

師
し

達
たち

が、滞
たい

在
ざい

中
ちゅう

に得
え

る知
ち

識
しき

や考
かんが

え方
かた

、視
し

点
てん

、そして人
ひと

とのつながりを充
じゅう

分
ぶん

に生
い

かして、将
しょう

来
らい

、現
げん

地
ち

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

界
かい

で活
かつ

躍
やく

していける

ような支
し

援
えん

体
たい

制
せい

も整
ととの

えていく必
ひつ

要
よう

があると考
かんが

えている。例
たと

えば、このコースの研
けん

究
きゅう

会
かい

の立
た

ち上
あ

げやホームページの作
さく

成
せい

など、彼
かれ

らとのつながりをコース参
さん

加
か

中
ちゅう

の一
いち

年
ねん

にとどまることなく続
つづ

けられるような場
ば

の提
てい

供
きょう

を考
かんが

えていきたい。一
いっ

方
ぽう

で、

一
いっ

期
き

生
せい

自
じ

身
しん

も、コース参
さん

加
か

者
しゃ

OB・OG を中
ちゅう

心
しん

とした、将
しょう

来
らい

的
てき

なネットワーク作
づく

りを検
けん

討
とう

している。

　これからも、年
ねん

々
ねん

輩
はい

出
しゅつ

されるであろう修
しゅう

了
りょう

生
せい

達
たち

が、自
じ

分
ぶん

の基
き

盤
ばん

をしっかり見
み

据
す

えた上
うえ

で、このコースを一
ひと

つのステッ

プとして、大
おお

きく飛
ひ

躍
やく

してくれることを強
つよ

く願
ねが

っている。

来
らい

年
ねん

度
ど

のコースの募
ぼ

集
しゅう

について

　コースは 9 月
がつ

に開
かい

始
し

し、翌
よく

年
ねん

の 9 月
がつ

に終
しゅう

了
りょう

するが、募
ぼ

集
しゅう

はその前
ぜん

年
ねん

に行
おこな

われるため、これから応
おう

募
ぼ

できるのは、2003

（平
へい

成
せい

15）年
ねん

9 月
がつ

に開
かい

始
し

されるコースである。募
ぼ

集
しゅう

要
よう

領
りょう

及
およ

び申
しん

請
せい

書
しょ

は、2002（平
へい

成
せい

14）年
ねん

8 月
がつ

中
ちゅう

に、基
き

金
きん

事
じ

務
む

所
しょ

または

在
ざい

外
がい

日
に

本
ほん

公
こう

館
かん

に送
そう

付
ふ

されるので、それ以
い

降
こう

最
も

寄
より

の事
じ

務
む

所
しょ

または公
こう

館
かん

に連
れん

絡
らく

すれば、入
にゅう

手
しゅ

可
か

能
のう

である。申
しん

請
せい

書
しょ

は 2002 年
ねん

12

月
がつ

2
ふつ

日
か

必
ひっ

着
ちゃく

で、最
も

寄
より

の基
き

金
きん

事
じ

務
む

所
しょ

または在
ざい

外
がい

日
に

本
ほん

公
こう

館
かん

に提
てい

出
しゅつ

のこと。

参
さん

加
か

予
よ

定
てい

学
がく

生
せい

名
めい

国
こく

　籍
せき

所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

TUMURBAT, Boldbaatar モンゴル モンゴル国
こく

立
りつ

大
だい

学
がく

DANG, Tram quynh ベトナム ドンドー日
に

本
ほん

語
ご

センター

YONG, Bebe Siew Fong マレーシア Sekolah Menengah Sains Kuching

ANG, Chooi kean マレーシア Sekolah Menengah Sains Pokok Sena

GARCIA  Susana  Maria キューバ ハバナ大
だい

学
がく

外
がい

国
こく

語
ご

学
がく

部
ぶ

ENDO Cristina Maki ブラジル ブラジル日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

STOLYAROVA Yuliya Vitalievna ウズベキスタン タシケント国
こく

立
りつ

東
とう

洋
よう

学
がく

大
だい

学
がく

SHADAYEVA  Madina Tinishbekovna カザフスタン カザフ民
みん

族
ぞく

大
だい

学
がく

NIKOLENYI Gergely ハンガリー テレースヴァーロシュ 2 ヶ国
こく

語
ご

高
こう

校
こう

　選
せん

考
こう

試
し

験
けん

・結
けっ

果
か

発
はっ

表
ぴょう

のスケジュールは以
い

下
か

を予
よ

定
てい

している。

　2003 年
ねん

1 月
がつ

末
まつ

：　第
だい

1 次
じ

審
しん

査
さ

（書
しょ

類
るい

審
しん

査
さ

）合
ごう

格
かく

者
しゃ

発
はっ

表
ぴょう

　2003 年
ねん

2 月
がつ

：　　第
だい

2 次
じ

審
しん

査
さ

（筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

・口
こう

述
じゅつ

試
し

験
けん

）

　2003 年
ねん

4 月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

：最
さい

終
しゅう

合
ごう

格
かく

者
しゃ

発
はっ

表
ぴょう

　なお、申
しん

請
せい

者
しゃ

は、以
い

下
か

の条
じょう

件
けん

をすべて満
み

たしている必
ひつ

要
よう

が

ある。

（1）ODA対
たい

象
しょう

国
こく

（中
ちゅう

国
ごく

を除
のぞ

く）で日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

や

教
きょう

育
いく

省
しょう

等
など

の行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

に属
ぞく

している日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

、もし

くは日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

歴
れき

をもつ者
もの

で、所
しょ

属
ぞく

機
き

関
かん

長
ちょう

の受
じゅ

験
けん

許
きょ

可
か

を得
え

ることができる者
もの

。

（2）将
しょう

来
らい

、当
とう

該
がい

国
こく

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

において指
し

導
どう

者
しゃ

として期
き

待
たい

される者
もの

。

（3）学
がく

士
し

号
ごう

またはそれに相
そう

当
とう

する資
し

格
かく

を有
ゆう

する者
もの

。

（4）日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

1級
きゅう

程
てい

度
ど

以
い

上
じょう

の日
に

本
ほん

語
ご

運
うん

用
よう

力
りょく

を持
も

って

いる者
もの

。

（5）原
げん

則
そく

として、2002 年
ねん

12 月
がつ

1
つい

日
たち

現
げん

在
ざい

、2 年
ねん

以
い

上
じょう

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

歴
れき

をもつ者
もの

。

（6）原
げん

則
そく

として、2003 年
ねん

4 月
がつ

1
つい

日
たち

現
げん

在
ざい

、満
まん

40 歳
さい

以
い

下
か

の

者
もの

。

（7）過
か

去
こ

・現
げん

在
ざい

に日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を有
ゆう

していない者
もの

、もしくは

日
に

本
ほん

で義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

を修
しゅう

了
りょう

していない者
もの

。

（8）心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

である者
もの

。

　採
さい

用
よう

者
しゃ

については、センターが以
い

下
か

の経
けい

費
ひ

を負
ふ

担
たん

する予
よ

定
てい

である。

（1）往
おう

復
ふく

国
こく

際
さい

航
こう

空
くう

券
けん

　　（原
げん

則
そく

としてディスカウントエコノミークラス）

（2）空
くう

港
こう

利
り

用
よう

税
ぜい

（3）宿
しゅく

泊
はく

（センターの宿
しゅく

舎
しゃ

もしくはセンターの指
し

定
てい

する

宿
しゅく

舎
しゃ

に宿
しゅく

泊
はく

する）

（4）食
しょく

事
じ

（一
いち

部
ぶ

は現
げん

金
きん

支
し

給
きゅう

）、生
せい

活
かつ

維
い

持
じ

費
ひ

等
など

（5）研
けん

究
きゅう

・活
かつ

動
どう

費
ひ

及
およ

び講
こう

義
ぎ

に関
かか

わる費
ひ

用
よう

（6）海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

傷
しょう

害
がい

保
ほ

険
けん

料
りょう
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第　

回

このコーナーでは、これから研究を目指す海外の日本語

の先生方のために、日本語学・日本語教育の研究につい

て情報をおとどけしています。今回のテーマは「日本語

教育における評価」です。

１．はじめに

　「教えること」と「評価すること」には重要な関係が

あります。教育目標やアプローチが変化すると、それに

伴い評価する内容や方法も変わることがあります。その

逆に新しい評価方法の導入によって教育の内容や方法が

変わることもあります。このような点で「教えること」

と「評価すること」は相互作用的な関係も持っています。

例えば、80 年代以降外国語教育において、コミュニケー

ション能力を重視した教育のアプローチがさかんになり

ましたが、ACTFL の OPI1 のような運用能力の測定を

重視した評価方法が開発され、多用されるようになった

のはこのような例です。

２．評価方法のタイプ

　正しい評価方法を選び、実践することにより教育効果

を大きく上げることもできます。その意味で評価は教育

にとって大きな意味を持っています。教育の目的、環境、

学習者などに応じて正しい評価方法を選び、評価を開発、

実践できることは教師の能力として重要なものです。評

価方法の分類のしかたについて簡単に見てみましょう。

（1）教室内評価と教室外評価

「教室内評価」とは、特定のカリキュラムに基づい

て評価を行う場合（例えば、教室内の漢字テストや

語彙テストなど）です。「日本語能力試験」など、

カリキュラムとは関係なく評価を行う場合は、「教

室外評価」といいます。

（2）形成的評価（formative assessment）と統括的評価

（summative assessment）

教師や学習者に学習過程や学習状況に関する継続的

な情報を与えるためにデザインされた評価、例えば、

教室内のクイズなどは「形成的評価」と呼ばれます。

それに対し、教育、学習過程の最終段階に学習者が

どれくらいのレベルに達したかを調べる評価は「統

括的評価」と呼ばれます。

（3） 集団基準準拠評価（norm-referenced assessment）と

目標基準準拠評価（criterion-referenced assessment）

「集団基準準拠評価」はテストを受けた学習者の得

点を総受験者の得点と相対的に比較する評価です。

「目標基準準拠評価」はテストの結果を予め定めら

れた基準と比較する評価です。

（4）到達度テスト（achievement test）と熟達度テスト

（proficiency test）

学習者がカリキュラムの内容をどれくらいマスター

したかを評価するのが「到達度テスト」で、学習者

の目標言語の熟達度を評価するのが「熟達度テスト」

です。

（5）単純項目評価（discrete-point assessment）と全体的

能力評価（global assessment）

評価の中には一つの言語項目の知識を調べるテスト

である「単純項目評価」と、いろいろな言語項目に関

する能力、知識を組み合わせてタスクに答えるテス

トである「全体的能力評価」とがあります。前者の

場合、通常正しい答は一つしかありませんが、後者

の場合にはタスクに対する適切な答は多数あります。

（6） 直 接 的 評 価（direct assessment） と 間 接 的 評 価

（indirect assessment）

「直接的評価」は、評価の際に受験者が評価の対象

になっているスキルそのものを使い、それを測定す

ることです。一方、そのスキルの根底にある能力を

測定するものは「間接的評価」と呼びます。

（7）要素分解評点法（componential scoring）と全体的

評点法（global scoring）

「要素分解評点法」とは、例えば、作文を評価する

際に、文法能力、語彙能力、文字能力など要素ごと

に分けて評価する方法です。逆に、全体的な内容、

書き方で評価する方法を「全体的評点法」と言います。

　正しい評価方法が一つだけであるとは限らないという

ことも理解しておく必要があるでしょう。

日本語教育における評価
カリフォルニア大学サンディエゴ校教授　當

とう

作
さく

靖
やす

彦
ひこ 

日本語・日本語
教育を研究する

Assessment in the Japanese Language Education
Research on the Japanese Language & the Japanese Language Education

20

１ACTFL（American Council on Teaching Foreign Languages） の OPI
（Oral Proficiency Interview）はインタビューを通して会話能力のレベ
ルを判定しようという評価の方法です。
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３．評価の最近の動き

　近年、「学習者中心」の外国語教育のアプローチがさ

かんになる中で、評価の目的、方法に大きな変化が見ら

れ始めています。「伝統的な評価」では学習者を点数に

より順位づけするとか、グループ分けするということに

主眼が置かれていました。学習者が学習目標を理解し、

学習の方法、過程を内省し、学習に主体的に取り組むこ

とを重視する「学習者中心」のアプローチでは、適切な

評価方法を使うことにより、学習の動機を高めたり、学

習者の弱い部分に関するフィードバックを与え、学習目

標を設定し直したり、強い部分をさらに伸ばしたり、学

習方法を教えたりすることも可能であると考えられるよ

うになってきました。すなわち、「評価」により、学習

者を助け、学習をより効果的にしようというわけです。

最近の教室内の評価では、学習の結果のみならず、学

習の過程を評価し、学習者の助けになるようなフィード

バックを与える方法がよく使われています。また、学習

者を評価に積極的に参加させたり、評価の中で学習者と

教師、学習者同士が協力する方法が盛んに使われていま

す。このような評価方法は伝統的な評価方法に替わるも

のとして「代替的評価（alternative assessment）」と言

われます。この方法ではペーパーテストに替わり、ポー

トフォリオ２やジャーナル３、学生による自己評価、学

習者と教師の面談などが使われます。ポートフォリオ

の中には伝統的なテストの他、作文、学習日記、学生が

作った日本語による作品（例えば、ポスター、壁新聞な

ど）などを入れ、学習者の能力の発達の様子を概観でき

るようにしたりします。そして、ルーブリックといわれ

る記述を用いたスコアリングの方法を使い、学習者に自

らの学習状況、能力の進展の状況をわかりやすくフィー

ドバックするようにしています。また、言語の運用能力

の開発が強調される中で、運用能力を評価の対象とする

傾向が強くなってきました。しかし、文法、語彙の知識

を点数によって評価するような伝統的な評価の方法もま

だ広く使われていますし、特定の目的、状況におけるそ

のような評価方法の有用性も否定できません。「伝統的

な評価法」と「代替的評価法」をうまく組み合わせて教

室内の評価を行うことが大切でしょう。

４．最後に

　評価を行う際には、評価したいことは何か、評価の目

的は何か、評価の結果は何に使われるかを考える必要が

あります。評価の内容、方法を選択したら、果たしてそ

の内容、方法で評価したいことを評価できるのか、評点

の方法は学習者に適当なフィードバックを提供するか、

学習者は評価の対象を十分学習しているか、などを考え

て評価を実施しましょう。また、教室内での評価を効果

的に行うためには教師は「学習の最終目標は何か」「現

段階での学習目標は何か」を学習者に知らせ、「評価の

目的は何か」「目標達成をどのように評価するか」など

を明示的に説明できなくてはいけません。

　学習者は試験のために勉強する傾向が強く、いいテス

トを与えると学習効果も上がるという、いわゆる波及効

果（backwash effect）もあります。また、評価結果や

評価過程を観察、分析することにより、教師は自分の教

育の方法、内容を内省し、教育効果を改善するデータを

集めることができます。その意味で評価は非常に重要な

意味を持っています。日本語教師にとって評価について

の知識を得、適切な評価を行っていく能力を開発するこ

とは非常に大切なことと言えると思います。

日本語・日本語教育を研究する

目標以上を達成 目標を達成 まだ努力が必要

内容理解
必要な情報を全
て理解した

必要な情報を大
部分理解した

基本的な情報を
ある程度理解し
た

読解の
ストラテジー

ストラテジーを
効果的に使った

ストラテジーを
ある程度使った

ストラテジーを
あまり使ってい
ない

２ポートフォリオとは学習成果のサンプルとなる作文、試験、ビデオ、プ
ロジェクトなどを評価結果、内省結果とともに学習者別に保存してお
き、それぞれの学習者の言語能力の発展がわかるようにしたものです。

３ジャーナルは学習者が学習の過程、成果を内省した記録です。

読解活動評価のルーブリックの例
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このコーナーでは、海
かい

外
がい

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

について広
ひろ

く情
じょう

報
ほう

を交
こう

換
かん

したり、お互
たが

いの交
こう

流
りゅう

をはかるために、

各
かく

地
ち

域
いき

の新
あたら

しい試
こころ

みやコース運
うん

営
えい

などについて、関
かん

係
けい

者
しゃ

の方
かた

々
がた

に具
ぐ

体
たい

的
てき

に紹
しょう

介
かい

していただきます。

  １. 設
せつ

立
りつ

の背
はい

景
けい

　ハンガリーにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

は 1920 年
ねん

代
だい

初
しょ

頭
とう

に始
はじ

まりましたが、1980 年
ねん

代
だい

半
なか

ばまでは、限
かぎ

られた高
こう

等
とう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

及
およ

び

成
せい

人
じん

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

でしか日
に

本
ほん

語
ご

は教
おし

えられていませんでした。当
とう

初
しょ

は、少
しょう

数
すう

の日
に

本
ほん

人
じん

、ハンガリー人
じん

教
きょう

師
し

が、所
しょ

属
ぞく

する機
き

関
かん

の

履
り

修
しゅう

基
き

準
じゅん

や学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の要
よう

望
ぼう

に合
あ

わせて独
どく

自
じ

の判
はん

断
だん

でカリキュラムやシラバスを作
さく

成
せい

し授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っていました。しかし、1980

年
ねん

代
だい

になって日
に

本
ほん

との経
けい

済
ざい

・文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

が進
しん

展
てん

する中
なか

で、1986 年
ねん

にブダペスト郊
こう

外
がい

の小
しょう

学
がっ

校
こう

で実
じっ

験
けん

的
てき

に日
に

本
ほん

語
ご

が導
どう

入
にゅう

され、

1989 年
ねん

には中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

においても日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

が始
はじ

まりました。こうして、1990 年
ねん

代
だい

に入
は

ると、ハンガリーにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

数
すう

、教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

数
すう

、教
きょう

師
し

数
すう

のすべてにおいて飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発
はっ

展
てん

しました。1992 年
ねん

からは青
せい

年
ねん

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

により

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

が派
は

遣
けん

されるようになり、1995 年
ねん

には東
とう

欧
おう

で初
はじ

めて日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

されました。国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

ブダペ

スト事
じ

務
む

所
しょ

の調
ちょう

査
さ

によると、2002 年
ねん

1 月
がつ

現
げん

在
ざい

、ハンガリー全
ぜん

国
こく

で学
がく

習
しゅう

者
しゃ

数
すう

約
やく

900 名
めい

、教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

数
すう

31 、教
きょう

師
し

数
すう

は延
の

べ人
にん

数
ずう

で 64 名
めい

を数
かぞ

えています。しかし、このような日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の発
はっ

展
てん

にもかかわらず、国
こく

内
ない

で日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を統
とう

括
かつ

指
し

導
どう

する公
こう

的
てき

機
き

関
かん

はなく、異
こと

なる教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

の教
きょう

師
し

相
そう

互
ご

の交
こう

流
りゅう

も殆
ほとん

どなく、各
かく

教
きょう

師
し

が孤
こ

軍
ぐん

奮
ふん

闘
とう

を続
つづ

ける状
じょう

態
たい

が長
なが

い間
あいだ

続
つづ

いていました。

　このような中
なか

で、数
すう

名
めい

の教
きょう

師
し

がヨーロッパ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

に参
さん

加
か

し、他
た

国
こく

の教
きょう

師
し

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていった成
せい

果
か

として、そ

うした状
じょう

況
きょう

を改
かい

善
ぜん

しようと教
きょう

師
し

会
かい

発
ほっ

足
そく

の動
うご

きが出
で

てきました。2000 年
ねん

8 月
がつ

に開
ひら

かれた第
だい

5 回
かい

ヨーロッパ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

シン

ポジウムヘルシンキ大
たい

会
かい

において、ハンガリーが 2002 年
ねん

のシンポジウム開
かい

催
さい

地
ち

として立
りっ

候
こう

補
ほ

を表
ひょう

明
めい

したことを受
う

け、「教
きょう

師
し

会
かい

発
ほっ

足
そく

会
かい

」が結
けっ

成
せい

され、2001 年
ねん

2 月
がつ

9
ここのか

日に「ハンガリー日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

」が発
ほっ

足
そく

しました。発
ほっ

足
そく

にあたっては、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

ブダペスト事
じ

務
む

所
しょ

の強
きょう

力
りょく

なご支
し

援
えん

を受
う

けました。

  ２. 教
きょう

師
し

会
かい

の目
もく

的
てき

　教
きょう

師
し

会
かい

は、ハンガリーにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の振
しん

興
こう

を図
はか

り、日
に

本
ほん

との相
そう

互
ご

理
り

解
かい

及
およ

び周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め、文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

に

寄
き

与
よ

することを目
もく

的
てき

としています。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、下
か

記
き

の事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

することを目
め

指
ざ

しています。

（1）ハンガリー及
およ

び周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の現
げん

状
じょう

を把
は

握
あく

すべく資
し

料
りょう

・情
じょう

報
ほう

などの収
しゅう

集
しゅう

、整
せい

理
り

及
およ

び提
てい

供
きょう

（2）会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

のネットワークの確
かく

立
りつ

（3）日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

会
かい

、研
けん

修
しゅう

会
かい

、セミナーの開
かい

催
さい

（4）日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

外
がい

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の公
こう

的
てき

機
き

関
かん

や諸
しょ

団
だん

体
たい

との連
れん

絡
らく

（5）ハンガリー及
およ

び周
しゅう

辺
へん

諸
しょ

国
こく

の公
こう

的
てき

機
き

関
かん

や諸
しょ

団
だん

体
たい

との連
れん

絡
らく

（6）共
きょう

同
どう

企
き

画
かく

と開
かい

発
はつ

　　・ 既
き

存
そん

教
きょう

材
ざい

の調
ちょう

査
さ

・分
ぶん

析
せき

と教
きょう

材
ざい

開
かい

発
はつ

　　・ 各
かく

種
しゅ

研
けん

修
しゅう

会
かい

（日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

セミナー・日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

等
とう

）

　　・ 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

育
いく

成
せい

への協
きょう

力
りょく

The Association for Japanese-Language Teachers in Hungary; MJOT in Hungarian
Japanese Language Teaching Report in the World.

ハンガリー日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

代
だい

表
ひょう

、ブダペスト商
しょう

科
か

大
だい

学
がく

準
じゅん

教
きょう

授
じゅ

　セーカーチ・アンナ

同
どう

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

、ブダペスト商
しょう

科
か

大
だい

学
がく

準
じゅん

教
きょう

授
じゅ

　佐
さ

藤
とう

紀
のり

子
こ

ハンガリー日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

（ハンガリー語
ご

略
りゃく

：MJOT）

第
だい

2回
かい

「ハンガリー日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

」設
せつ

立
りつ

総
そう

会
かい

　2002 年
ねん

２月
がつ
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（7）ハンガリー日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

及
およ

び日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

に関
かん

する会
かい

報
ほう

の刊
かん

行
こう

（8） マルチメディアによる広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

（9）その他
た

の目
もく

的
てき

達
たっ

成
せい

に必
ひつ

要
よう

な事
じ

業
ぎょう

  ３. 現
げん

在
ざい

の組
そ

織
しき

　教
きょう

師
し

会
かい

では、発
ほっ

足
そく

とともに会
かい

則
そく

を定
さだ

め、これに基
もと

づいて運
うん

営
えい

を行
おこな

っています。会
かい

員
いん

は、2002 年
ねん

6 月
がつ

現
げん

在
ざい

、正
せい

会
かい

員
いん

24 名
めい

（ハンガリー在
ざい

住
じゅう

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

及
およ

び日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

者
しゃ

－初
しょ

等
とう

・中
ちゅう

等
とう

・高
こう

等
とう

教
きょう

育
いく

の各
かく

機
き

関
かん

や個
こ

人
じん

教
きょう

授
じゅ

で日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えている

教
きょう

師
し

）と準
じゅん

会
かい

員
いん

8 名
めい

（将
しょう

来
らい

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

を目
め

指
ざ

す学
がく

生
せい

）、特
とく

別
べつ

会
かい

員
いん

3 名
めい

（この会
かい

の目
もく

的
てき

に賛
さん

同
どう

する個
こ

人
じん

及
およ

び団
だん

体
たい

）、合
ごう

計
けい

35

名
めい

（内
うち

ハンガリー人
じん

19 名
めい

、日
に

本
ほん

人
じん

16 名
めい

）から成
な

っています。組
そ

織
しき

は、正
せい

会
かい

員
いん

の中
なか

から 4 名
めい

の運
うん

営
えい

委
い

員
いん

（代
だい

表
ひょう

１名
めい

、代
だい

表
ひょう

補
ほ

佐
さ

2 名
めい

、会
かい

計
けい

1 名
めい

）と会
かい

計
けい

監
かん

査
さ

1 名
めい

。任
にん

期
き

は 1 年
ねん

です。ほかに、会
かい

報
ほう

の発
はっ

行
こう

担
たん

当
とう

者
しゃ

（任
にん

期
き

なし）が 1 名
めい

います。会
かい

費
ひ

は、

年
ねん

額
がく

で正
せい

会
かい

員
いん

1,000 フォリント Ft.（約
やく

500 円
えん

）、準
じゅん

会
かい

員
いん

500Ft. 、特
とく

別
べつ

会
かい

員
いん

1,000Ft. 以
い

上
じょう

となっています。会
かい

の収
しゅう

入
にゅう

は、会
かい

費
ひ

収
しゅう

入
にゅう

に限
かぎ

られているためできるだけ支
し

出
しゅつ

を切
き

り詰
つ

めるように努
ど

力
りょく

しています。会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

の連
れん

絡
らく

はインターネットを使
つか

っ

たメーリングリストを使
し

用
よう

し、会
かい

報
ほう

も国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

ブダペスト事
じ

務
む

所
しょ

や日
にっ

系
けい

企
き

業
ぎょう

の協
きょう

力
りょく

を得
え

て発
はっ

行
こう

。その配
はい

布
ふ

も可
か

能
のう

な限
かぎ

り直
ちょく

接
せつ

手
て

渡
わた

しで行
おこな

うようにしています。

  ４. 現
げん

在
ざい

の活
かつ

動
どう

①　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

セミナーの開
かい

催
さい

：

　教
きょう

師
し

会
かい

の主
しゅ

催
さい

あるいは国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

ブダペスト事
じ

務
む

所
しょ

と

の共
きょう

催
さい

で定
てい

期
き

的
てき

に開
かい

催
さい

しています。これまでに行
おこな

われたセ

ミナーは、「インターネットを活
かつ

用
よう

した読
どっ

解
かい

教
きょう

育
いく

」（東
とう

京
きょう

国
こく

際
さい

大
だい

学
がく

/ ウィーン大
だい

学
がく

　川
かわ

村
むら

よし子
こ

教
きょう

授
じゅ

）、「スピーチコンテス

トの教
きょう

育
いく

的
てき

効
こう

果
か

」（会
かい

員
いん

討
とう

論
ろん

会
かい

）、「カウンセリングマインド

の接
せっ

し方
かた

」（元
もと

流
ながれ

山
やま

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

カウンセラー　小
こ

松
まつ

慶
けい

子
こ

先
せん

生
せい

）、「敬
けい

語
ご

のいろいろ」（東
とう

京
きょう

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

/ カーロリ大
だい

学
がく

　

井
いの

上
うえ

史
ふみ

雄
お

教
きょう

授
じゅ

）、「欧
おう

州
しゅう

共
きょう

通
つう

教
きょう

材
ざい

プロジェクトとは何
なに

か」（神
かん

田
だ

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

/ ブダペスト商
しょう

科
か

大
だい

学
がく

　ヒダシ・ユディット教
きょう

授
じゅ

）、「チェコにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

」（プラハ・カレル大
だい

学
がく

　

近
こん

藤
どう

正
まさ

憲
のり

講
こう

師
し

－国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

派
は

遣
けん

）などです。

②　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

座
ざ

談
だん

会
かい

「高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

統
とう

一
いつ

試
し

験
けん

を考
かんが

える会
かい

」の開
かい

催
さい

：

　従
じゅう

来
らい

から問
もん

題
だい

点
てん

が数
かず

多
おお

く指
し

摘
てき

されてきた高
こう

校
こう

の日
に

本
ほん

語
ご

卒
そつ

業
ぎょう

試
し

験
けん

について話
はな

し合
あ

う「高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

統
とう

一
いつ

試
し

験
けん

を考
かんが

える会
かい

」を設
もう

け、高
こう

等
とう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

で教
おし

える教
きょう

師
し

も参
さん

加
か

し、問
もん

題
だい

点
てん

の整
せい

理
り

や意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

うとともに、今
こん

後
ご

の対
たい

応
おう

等
など

を話
はな

し合
あ

っています。

会
かい

の成
せい

果
か

の一
ひと

つとして、卒
そつ

業
ぎょう

試
し

験
けん

用
よう

語
ご

彙
い

集
しゅう

（日
に

本
ほん

語
ご

・ハンガ

リー語
ご

）の試
し

用
よう

版
ばん

を出
しゅっ

版
ぱん

しました。

③　メーリングリストの作
さく

成
せい

とその活
かつ

用
よう

：

　教
きょう

師
し

会
かい

では、会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

のネットワークを確
かく

立
りつ

するために、

発
ほっ

足
そく

後
ご

すぐにメーリングリストを作
さく

成
せい

しました。単
たん

に事
じ

務
む

的
てき

な連
れん

絡
らく

事
じ

項
こう

の伝
でん

達
たつ

だけではなく、毎
まい

日
にち

の授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で出
で

合
あ

う問
もん

題
だい

点
てん

を会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

で共
きょう

有
ゆう

し、相
そう

談
だん

や討
とう

論
ろん

、意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の場
ば

として大
たい

変
へん

有
ゆう

意
い

義
ぎ

に活
かつ

用
よう

されています。例
たと

えば、副
ふく

詞
し

の意
い

味
み

や教
おし

え方
かた

、助
じょ

詞
し

「に」と「と」の違
ちが

い、導
どう

入
にゅう

の仕
し

方
かた

など、日
に

本
ほん

人
じん

とハンガ

リー人
じん

の会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

に活
かっ

発
ぱつ

なやり取
と

りが行
おこな

われ、より良
よ

い教
おし

え方
かた

のアイディアなどがインターネット上
じょう

で飛
と

び交
か

っています。

海
かいがい

外日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

レポート

「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

セミナー」

井
いの

上
うえ

史
ふみ

雄
お

カーロリ大
だい

学
がく

客
きゃく

員
いん

教
きょう

授
じゅ

を招
まね

いて　2001 年
ねん

12 月
がつ

「高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

統
とう

一
いつ

試
し

験
けん

を考
かんが

える会
かい

」　2001 年
ねん

5 月
がつ
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④　会
かい

報
ほう

の発
はっ

行
こう

：

　教
きょう

師
し

会
かい

では、隔
かく

月
げつ

発
はっ

行
こう

の『MJOT 会
かい

報
ほう

』を通
つう

じて、教
きょう

師
し

会
かい

の主
しゅ

催
さい

・共
きょう

催
さい

するイベントや講
こう

演
えん

会
かい

、会
かい

合
ごう

の報
ほう

告
こく

や予
よ

告
こく

、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

や本
ほん

の紹
しょう

介
かい

などを行
おこな

っています。

⑤　シンポジウムや学
がっ

会
かい

の開
かい

催
さい

や参
さん

加
か

：

　2001 年
ねん

8 月
がつ

にカーロリ大
だい

学
がく

で行
おこな

われた第
だい

14 回
かい

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

連
れん

絡
らく

会
かい

議
ぎ

（注
ちゅう

）ブダペスト大
たい

会
かい

の準
じゅん

備
び

・開
かい

催
さい

に協
きょう

力
りょく

しました。

教
きょう

師
し

会
かい

からも 4 名
めい

の会
かい

員
いん

が発
はっ

表
ぴょう

しました。

　2002 年
ねん

9 月
がつ

にはブダペスト商
しょう

科
か

大
だい

学
がく

貿
ぼう

易
えき

学
がく

部
ぶ

を会
かい

場
じょう

に、

ヨーロッパ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

との共
きょう

催
さい

で第
だい

7 回
かい

ヨーロッパ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

シンポジウムを開
かい

催
さい

する予
よ

定
てい

で、7 名
めい

から成
な

る実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

が、企
き

画
かく

・運
うん

営
えい

にあたっています。今
こん

回
かい

のシンポジウムは、

世
せ

界
かい

20 カ国
こく

から 130 名
めい

以
い

上
じょう

の参
さん

加
か

者
しゃ

を迎
むか

える予
よ

定
てい

で、ハンガリーの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

者
しゃ

と国
こく

外
がい

の関
かん

係
けい

者
しゃ

のネットワークの

充
じゅう

実
じつ

を図
はか

る良
よ

い機
き

会
かい

となることが期
き

待
たい

されます。

⑥　教
きょう

材
ざい

や辞
じ

書
しょ

の開
かい

発
はつ

：

　卒
そつ

業
ぎょう

試
し

験
けん

用
よう

語
ご

彙
い

集
しゅう

の試
し

用
よう

版
ばん

を本
ほん

格
かく

的
てき

な語
ご

彙
い

集
しゅう

にする取
と

り組
く

みが始
はじ

まっています。また、教
きょう

師
し

会
かい

の会
かい

員
いん

により日
に

本
ほん

語
ご

・ハ

ンガリー語
ご

中
ちゅう

辞
じ

典
てん

の編
へん

纂
さん

が進
すす

んでいます。このほか、高
こう

校
こう

生
せい

用
よう

の教
きょう

材
ざい

開
かい

発
はつ

を進
すす

める動
うご

きもあります。

  ５. 今
こん

後
ご

の課
か

題
だい

・展
てん

望
ぼう

　ハンガリーにおける日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

はこの 10 年
ねん

間
かん

で量
りょう

的
てき

に飛
ひ

躍
やく

的
てき

な拡
かく

大
だい

をしましたが、21 世
せい

紀
き

は質
しつ

的
てき

な成
せい

長
ちょう

期
き

を迎
むか

えるこ

とが期
き

待
たい

されます。そのために教
きょう

師
し

会
かい

の果
は

たす役
やく

割
わり

は大
たい

変
へん

重
じゅう

要
よう

なものとなるでしょう。

　発
ほっ

足
そく

して間
ま

もない教
きょう

師
し

会
かい

では、まだ学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のための活
かつ

動
どう

はそれほど活
かっ

発
ぱつ

ではありません。しかし、従
じゅう

来
らい

教
きょう

師
し

会
かい

として企
き

画
かく

運
うん

営
えい

に直
ちょく

接
せつ

関
かか

わってこなかった「日
に

本
ほん

語
ご

スピーチコンテスト」に、2003 年
ねん

からは積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

していくことが検
けん

討
とう

さ

れています。また、「高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

統
とう

一
いつ

試
し

験
けん

を考
かんが

える会
かい

」では、卒
そつ

業
ぎょう

試
し

験
けん

の問
もん

題
だい

作
さく

成
せい

に教
きょう

師
し

会
かい

として参
さん

加
か

できない現
げん

状
じょう

を改
かい

善
ぜん

するために、中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

者
しゃ

と高
こう

等
とう

教
きょう

育
いく

関
かん

係
けい

者
しゃ

が協
きょう

力
りょく

し、参
さん

加
か

できるよう、教
きょう

育
いく

省
しょう

への働
はたら

きかけを考
こう

慮
りょ

しています。今
こん

後
ご

は、このような教
きょう

師
し

会
かい

の会
かい

員
いん

が積
せっ

極
きょく

的
てき

にかかわる学
がく

習
しゅう

者
しゃ

向
む

けの活
かつ

動
どう

をさらに広
ひろ

げていく必
ひつ

要
よう

があるでしょう。

　教
きょう

師
し

向
む

けの活
かつ

動
どう

では、従
じゅう

来
らい

から開
かい

催
さい

してきたセミナーを会
かい

員
いん

の研
けん

究
きゅう

発
はっ

表
ぴょう

の場
ば

として活
かつ

用
よう

していくことや、会
かい

員
いん

相
そう

互
ご

に授
じゅ

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

を行
おこな

い、技
ぎ

術
じゅつ

の改
かい

善
ぜん

を図
はか

ることも考
かんが

えられています。また、従
じゅう

来
らい

から日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

がハンガリー応
おう

用
よう

言
げん

語
ご

学
がっ

会
かい

などで

発
はっ

表
ぴょう

を行
おこな

ってきましたが、今
こん

後
ご

も会
かい

員
いん

がハンガリー国
こく

内
ない

の学
がっ

会
かい

での発
はっ

表
ぴょう

や学
がく

術
じゅつ

雑
ざっ

誌
し

への寄
き

稿
こう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
おこな

い、ハンガリー

の外
がい

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

において日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を広
ひろ

く認
にん

知
ち

させることも重
じゅう

要
よう

な目
もく

標
ひょう

です。さらに、隣
りん

国
ごく

の教
きょう

師
し

会
かい

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていく

と同
どう

時
じ

に、ハンガリー国
こく

内
ない

の日
に

本
ほん

学
がく

研
けん

究
きゅう

者
しゃ

との交
こう

流
りゅう

も図
はか

っていくことも今
こん

後
ご

の課
か

題
だい

といえるでしょう。　

　教
きょう

師
し

の給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

がきわめて低
ひく

いハンガリーにあって、限
かぎ

られた予
よ

算
さん

の中
なか

で教
きょう

師
し

会
かい

を運
うん

営
えい

していくことは並
なみ

大
たい

抵
てい

なことで

はありませんが、予
よ

算
さん

の不
ふ

足
そく

を会
かい

員
いん

の熱
ねつ

意
い

や関
かん

係
けい

各
かく

機
き

関
かん

からの支
し

援
えん

で補
おぎな

うことにより、今
こん

後
ご

も活
かっ

発
ぱつ

な活
かつ

動
どう

を展
てん

開
かい

していき

たいと考
かんが

えています。

　

注
ちゅう

：東
とう

欧
おう

及
およ

びその周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

が集
あつ

まり、情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

と日
ひ

ごろの研
けん

究
きゅう

成
せい

果
か

を発
はっ

表
ぴょう

することを目
もく

的
てき

として

1988年
ねん

に設
せつ

立
りつ

された組
そ

織
しき

。第
だい

一
いっ

回
かい

会
かい

議
ぎ

は当
とう

時
じ

のユーゴスラビアのドブロブニクで開
かい

催
さい

された。活
かつ

動
どう

は年
ねん

に１

回
かい

夏
なつ

に開
ひら

かれる会
かい

議
ぎ

とその会
かい

議
ぎ

の総
そう

合
ごう

報
ほう

告
こく

書
しょ

発
はっ

表
ぴょう

論
ろん

文
ぶん

集
しゅう

の出
しゅっ

版
ぱん

である。会
かい

員
いん

組
そ

織
しき

ではなく、全
すべ

て自
じ

由
ゆう

参
さん

加
か

。

現
げん

在
ざい

は東
とう

欧
おう

だけでなく、世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から参
さん

加
か

者
しゃ

が集
あつ

まっている。

　　詳
しょう

細
さい

は、土
つち

屋
や

千
ち

尋
ひろ

氏
し

（会
かい

議
ぎ

の発
ほっ

起
き

人
にん

の一
ひと

人
り

で、日
に

本
ほん

側
がわ

事
じ

務
む

局
きょく

代
だい

表
ひょう

）著
ちょ

「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

連
れん

絡
らく

会
かい

議
ぎ

」（『2000年
ねん

版
ばん

海
かい

外
がい

就
しゅう

職
しょく

日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える』1999年
ねん

7月
がつ

アルク発
はっ

行
こう

 P.187）を参
さん

照
しょう

のこと。

海
かいがい

外日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

レポート

「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

勉
べん

強
きょう

会
かい

」ヒダシ・ユディット

神
かん

田
だ

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

教
きょう

授
じゅ

（会
かい

員
いん

）講
こう

演
えん

　2002 年
ねん

3 月
がつ
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布
ふとん

団

 
 

しゃ 

に ほん じん せい かつ 

しん み 

　このコーナーでは、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センターが発
はっ

行
こう

している、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

用
よう

「写
しゃ

真
しん

パ

ネルバンク」を使
つか

って、初
しょ

中
ちゅう

等
とう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

で日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える先
せん

生
せい

方
がた

が、どのように日
に

本
ほん

人
じん

の生
せい

活
かつ

を

紹
しょう

介
かい

できるかを提
てい

案
あん

していきます。また、文
ぶん

型
けい

、単
たん

語
ご

、漢
かん

字
じ

は、初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

でも読
よ

めるように

やさしいものを使
つか

っています。今
こん

回
かい

は、｢ 寝
ね

る ｣ に関
かん

する写
しゃ

真
しん

パネルを集
あつ

めてみました。

 「おやすみなさい」…寝
ね

る

　子
こ

どもは小
ちい

さいうちは親
おや

と一
いっ

緒
しょ

に寝
ね

ます。

真
ま

ん中
なか

が子
こ

ども、両
りょう

側
がわ

がお父
とう

さんとお母
かあ

さ

ん、親
おや

子
こ

三
さん

人
にん

「川
かわ

」の字
じ

になって寝
ね

ます。

Japanese Life As Seen in Photographs
Good night, sleep tight.

Beginning and Intermediate

　日
に

本
ほん

人
じん

の多
おお

くは畳
たたみ

の部
へ

屋
や

で寝
ね

るのが落
お

ち着
つ

くと言
い

います。その場
ば

合
あい

、布
ふとん

団を使
つか

います。まず、押
お

し入
い

れから布
ふとん

団などを出
だ

します。それから、畳
たたみ

の上
うえ

に敷
しき

布
ぶとん

団とシーツを敷
し

きます。最
さい

後
ご

に、掛
かけ

布
ぶとん

団

を掛
か

けます。

CPBY

CHAGA LIBRARY

川
かわ

の字
じ

CPBY
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　布
ふとん

団などは、朝
あさ

、押
お

し入
い

れの中
なか

に入
い

れま

す。

CGPL

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：高
こう

　偉
い

建
けん

（日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

）

写真で見る日本人の生活

CHAGA LIBRARY

CGPL

　寝
ね

るときはパジャマに着
き

替
が

えます。

　子
こ

どもは大
おお

きくなると自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

で寝
ね

ます。

パジャマ

押
お

し入
い

れ

居
い

眠
ねむ

り

　電
でん

車
しゃ

の中
なか

で居
い

眠
ねむ

りをする人
ひと

も多
おお

くいます。

日
に

本
ほん

人
じん

の曜
よう

日
び

別
べつ

睡
すい

眠
みん

時
じ

間
かん

（15歳
さい

以
い

上
じょう

） 週
しゅう

全
ぜん

体
たい

平
へい

日
じつ

土
ど

曜
よう

日
び

日
にち

曜
よう

日
び

男
おとこ

7.52 7.42 8.00 8.37

女
おんな

7.36 7.27 7.44 8.13

出
しゅっ

典
てん

：総
そう

務
む

庁
ちょう

社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

基
き

本
ほん

調
ちょう

査
さ

（1996年
ねん

）

CGPL
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◆スキットとは

　スキットは、学
がく

習
しゅう

する文
ぶん

型
けい

を用
もち

いたモデル会
かい

話
わ

のこと

です。寸
すん

劇
げき

という言
こと

葉
ば

を用
もち

いることもあります。

　スキットは、場
ば

面
めん

シラバスや機
き

能
のう

シラバスの教
きょう

科
か

書
しょ

で

は必
かなら

ず最
さい

初
しょ

にでてきますが、文
ぶん

型
けい

シラバスの教
きょう

科
か

書
しょ

でも

多
おお

くの教
きょう

科
か

書
しょ

に使
つか

われています。文
ぶん

型
けい

の意
い

味
み

を学
がく

習
しゅう

して、

形
かたち

を作
つく

って言
い

えるようになっても、なかなか実
じっ

際
さい

に使
つか

え

るようにはなりません。文
ぶん

型
けい

を使
つか

えるようになるために

は、それを使
し

用
よう

する場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

についての情
じょう

報
ほう

を理
り

解
かい

す

ることが欠
か

かせません。スキットはその場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

の例
れい

を示
しめ

してくれるのです。

　スキットを会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

に使
つか

う場
ば

合
あい

、ロールプレイと違
ちが

う

のは、言
こと

葉
ば

を自
じ

由
ゆう

に選
えら

ぶ余
よ

地
ち

はあまり多
おお

くないというこ

とです。ロールプレイは、状
じょう

況
きょう

と役
やく

割
わり

を指
し

示
じ

するロール

カードを使
つか

いますが、そのカードには、会
かい

話
わ

の台
せり

詞
ふ

は書
か

いてありません。ですから、ロールプレイをするときに

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は自
じ

分
ぶん

で言
こと

葉
ば

を選
えら

び、会
かい

話
わ

を進
すす

めます。一
いっ

方
ぽう

、

スキット練
れん

習
しゅう

は劇
げき

の練
れん

習
しゅう

に似
に

ています。つまり、スキッ

トは劇
げき

の脚
きゃく

本
ほん

や台
だい

本
ほん

のようなもので、実
じつ

演
えん

するとき学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が言
い

うことはあらかじめ決
き

まっているのです。ロール

プレイの前
ぜん

段
だん

階
かい

として会
かい

話
わ

のモデルを提
てい

示
じ

して、その会
かい

話
わ

のパターンを覚
おぼ

えるまで練
れん

習
しゅう

することがありますが、

これは、スキット練
れん

習
しゅう

の一
ひと

つです。

◆ スキットの作
つく

り方
かた

　教
きょう

科
か

書
しょ

にあるモデル会
かい

話
わ

をそのままスキットとして会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

に使
つか

ってもいいですが、そのまま使
つか

うと、次
つぎ

のよ

うな問
もん

題
だい

があります。

１）スキットが身
み

近
ぢか

なものでないために学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が興
きょう

味
み

を

持
も

てない。

２）文
ぶん

型
けい

の例
れい

として会
かい

話
わ

が作
つく

られていて、自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

で

ない場
ば

合
あい

がある。

　そこで、教
きょう

科
か

書
しょ

のモデル会
かい

話
わ

を使
つか

う場
ば

合
あい

でも、できる

だけ自
し

然
ぜん

で現
げん

実
じつ

的
てき

な会
かい

話
わ

に直
なお

したり、面
おも

白
しろ

くて身
み

近
ぢか

な場
ば

面
めん

を考
かんが

える工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

となります。

　教
きょう

師
し

が自
じ

分
ぶん

で初
はじ

めからスキットを考
かんが

えたい場
ば

合
あい

は、学
がく

習
しゅう

した文
ぶん

型
けい

は、いつ、どこで、どんなふうに使
つか

うのか、

まただれとだれの会
かい

話
わ

なのかをしっかり考
かんが

えて作
つく

る必
ひつ

要
よう

があります。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとってモデルとなりますか

ら、使
つか

っている日
に

本
ほん

語
ご

が正
せい

確
かく

であるかどうかにも気
き

をつ

けたほうがいいでしょう。参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

にあげたスキット集
しゅう

や教
きょう

科
か

書
しょ

、使
し

用
よう

例
れい

の豊
ほう

富
ふ

な文
ぶん

型
けい

辞
じ

典
てん

、インターネットの

日
に

本
ほん

語
ご

サイトなどはスキットを作
つく

る際
さい

の力
ちから

強
づよ

い味
み

方
かた

にな

るでしょう。

◆スキット練
れん

習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

（1）練
れん

習
しゅう

前
まえ

のインプット

　場
ば

面
めん

の設
せっ

定
てい

がわかりやすいように、絵
え

やポスターを

はったり、レアリア（広
こう

告
こく

、パンフレットなどの実
じつ

物
ぶつ

教
きょう

材
ざい

）を用
もち

いたりするとよいでしょう。母
ぼ

語
ご

でもよいので、

その場
ば

面
めん

について学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に、そこでどのような会
かい

話
わ

が行
おこな

われるか予
よ

想
そう

させたりすれば、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が場
ば

面
めん

をイメージ

しやすくなるでしょう。未
み

習
しゅう

の語
ご

彙
い

はこの段
だん

階
かい

で説
せつ

明
めい

し

ておく必
ひつ

要
よう

があります。

（2）導
どう

入
にゅう

　教
きょう

師
し

一
ひと

人
り

の時
とき

は、テープを使
つか

って会
かい

話
わ

を聞
き

かせます。

複
ふく

数
すう

の教
きょう

師
し

が教
おし

えている場
ば

合
あい

は、二
ふた

人
り

で実
じつ

演
えん

してみせて

もいいでしょう。最
さい

初
しょ

に会
かい

話
わ

を聞
き

かせる前
まえ

か後
あと

に、会
かい

話
わ

をしている場
ば

所
しょ

はどこか、会
かい

話
わ

している人
ひと

はどのような

関
かん

係
けい

かなどを質
しつ

問
もん

してもいいでしょう。そのあと、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は繰
く

り返
かえ

し聞
き

いて、スキットのあとについて発
はつ

音
おん

練
れん

習
しゅう

をします。

（3）役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

　はじめは、教
きょう

師
し

が A になり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が B で役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

をします。次
つぎ

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

で役
やく

割
わり

練
れん

習
しゅう

をします。役
やく

割
わり

は途
と

中
ちゅう

で変
か

えます。

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
　今

こん

回
かい

は、スキットを使
つか

った会
かい

話
わ

の練
れん

習
しゅう

を紹
しょう

介
かい

します。

テーマ スキットを使
つか

った会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　　　・学
がく

習
しゅう

する文
ぶん

型
けい

の使
つか

い方
かた

を知
し

る

　　　・実
じっ

際
さい

のコミュニケーションの練
れん

習
しゅう

をする

　準
じゅん

備
び

するもの

　　　・初
しょ

級
きゅう

から中
ちゅう

級
きゅう

、上
じょう

級
きゅう

　　　・何
なん

人
にん

でも

　　　・テープ、絵
え

教
きょう

材
ざい

、ＯＨＰなど

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のタイプ

　クラスの人
にん

数
ずう

　目
もく

的
てき
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　次
つぎ

に、黒
こく

板
ばん

や OHP にスキットを書
か

いておき、スキッ

トを少
すこ

しずつ消
け

したり隠
かく

したりして、少
すこ

しずつ学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

スキットを暗
あん

記
き

して言
い

えるようにしていきます。

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がスキットを覚
おぼ

えたら、みんなの前
まえ

で実
じつ

演
えん

させ

てみましょう。もし、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が台
せりふ

詞を忘
わす

れたときは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が思
おも

い出
だ

せるよう絵
え

や文
ぶん

型
けい

などヒントとなるものを

用
よう

意
い

しておくといいでしょう。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の文
ぶん

法
ぽう

や発
はつ

音
おん

の誤
あやま

りは実
じつ

演
えん

のあとに直
なお

します。

◆スキット練
れん

習
しゅう

を発
はっ

展
てん

させる

◆◆初
しょ

級
きゅう

では

　初
しょ

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、スキットの一
いち

部
ぶ

を自
じ

分
ぶん

で作
つく

らせて

実
じつ

演
えん

させるのもいいでしょう。例
たと

えば、下
した

に例
れい

としてあ

げてあるスキットでは、落
お

としたものや、落
お

としたもの

の特
とく

徴
ちょう

、行
い

った場
ば

所
しょ

などを、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に選
えら

べるよう

に設
せっ

定
てい

できます。

学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

：形
けい

容
よう

詞
し

　

場
ば

所
しょ

：交
こう

番
ばん

Ａ：すいません。（バッグ）を落
お

としました。

Ｂ：どこでですか。

Ａ：わかりません。

Ｂ：今
きょ

日
う

はどこに行
い

きましたか。

Ａ：（花
はな

丸
まる

公
こう

園
えん

）と（デパート）です。

Ｂ：どんな（バッグ）ですか？

Ａ：（黒
くろ

くて小
ちい

さな）（バッグ）です。

Ｂ：わかりました。この紙
かみ

に名
な

前
まえ

と住
じゅう

所
しょ

と電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を書
か

いてください。あとで連
れん

絡
らく

します。

Ａ：すいません。よろしくお願
ねが

いします。

　このように、自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えられる自
じ

由
ゆう

な部
ぶ

分
ぶん

があると、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のスキット練
れん

習
しゅう

をする動
どう

機
き

や練
れん

習
しゅう

後
ご

の達
たっ

成
せい

感
かん

が高
たか

まります。また、聞
き

いている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、スキットの内
ない

容
よう

について質
しつ

問
もん

をすることにすれば、聞
き

いている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の聞
き

き取
と

り練
れん

習
しゅう

にもなるでしょう。

◆◆中
ちゅう

・上
じょう

級
きゅう

では

　中
ちゅう

級
きゅう

や上
じょう

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、教
きょう

師
し

が文
ぶん

型
けい

と場
ば

面
めん

を与
あた

えて、

短
みじか

いスキットを作
つく

らせることもできます。さらに、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

も学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に考
かんが

えさせ、より発
はっ

展
てん

的
てき

な活
かつ

動
どう

にする

こともできるでしょう。その場
ば

合
あい

、まず、教
きょう

師
し

は使
つか

って

ほしい文
ぶん

型
けい

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に示
しめ

します。次
つぎ

に、教
きょう

師
し

は必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に文
ぶん

型
けい

の例
れい

文
ぶん

などを参
さん

考
こう

にさせたり、例
れい

と

なりそうな場
ば

面
めん

を提
てい

示
じ

したりします。例
たと

えば、「～ても

らいます」という文
ぶん

型
けい

でスキットを作
つく

る場
ば

合
あい

、「休
やす

みを

とらせていただきたいんですが」というような丁
てい

寧
ねい

に許
きょ

可
か

を求
もと

める表
ひょう

現
げん

が使
つか

える会
かい

社
しゃ

や学
がっ

校
こう

の場
ば

面
めん

や、「料
りょう

理
り

を

作
つく

っていただいてありがとうございます」などのような

感
かん

謝
しゃ

を述
の

べる場
ば

面
めん

などが考
かんが

えられます。どんな場
ば

面
めん

にす

るか、どんな関
かん

係
けい

の人
ひと

たちのどんな会
かい

話
わ

にするか具
ぐ

体
たい

的
てき

なスキットのあらすじは、グループで考
かんが

えさせましょう。

その際
さい

、教
きょう

師
し

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に考
かんが

えすぎて日
に

本
ほん

語
ご

では

言
い

わないような場
ば

面
めん

を設
せっ

定
てい

していないか注
ちゅう

意
い

しながら話
はな

し合
あ

いを見
み

守
まも

ります。また、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

からスキットに必
ひつ

要
よう

な語
ご

彙
い

や表
ひょう

現
げん

を求
もと

められた場
ば

合
あい

、教
おし

える必
ひつ

要
よう

もあります。

想
そう

像
ぞう

力
りょく

のある学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

で、とてもおもしろ

いスキットを作
つく

ることでしょう。

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には会
かい

話
わ

を書
か

いて提
てい

出
しゅつ

させます。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が作
つく

っ

た会
かい

話
わ

は、教
きょう

師
し

が確
かく

認
にん

し、日
に

本
ほん

語
ご

の誤
あやま

りなどを訂
てい

正
せい

しま

すが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が考
かんが

えたアイディアはできるだけ生
い

かし、

直
なお

し過
す

ぎないように注
ちゅう

意
い

しましょう。

　このようにして学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が作
つく

ったスキットについては必
かなら

ず発
はっ

表
ぴょう

の機
き

会
かい

を作
つく

りたいものです。クラスの中
なか

で実
じつ

演
えん

し

てもいいですし、例
たと

えば、発
はっ

表
ぴょう

会
かい

のような機
き

会
かい

を設
もう

けて、

クラス外
がい

の人
ひと

に見
み

てもらうようにしてもいいでしょう。

そのときには、ぜひそのスキットの場
ば

面
めん

に合
あ

った服
ふく

を着
き

せたり、背
はい

景
けい

を作
つく

ったりして、楽
たの

しい雰
ふん

囲
い

気
き

を演
えん

出
しゅつ

して

みてください。

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

1. 水
みず

谷
たに

信
のぶ

子
こ

『初
しょ

級
きゅう

日
に

本
ほん

語
ご

スキット集
しゅう

』The Japan Times（1995）

2. 文
ぶん

化
か

外
がい

国
こく

語
ご

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

編
へん

『文
ぶん

化
か

初
しょ

級
きゅう

日
に

本
ほん

語
ご

I・II』凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

（1994）

3. 砂
すな

川
かわ

有
ゆ

里
り

子
こ

他
ほか

『日
に

本
ほん

語
ご

文
ぶん

型
けい

辞
じ

典
てん

』くろしお出
しゅっ

版
ぱん

（1998）

4. 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

『教
きょう

科
か

書
しょ

をつくろう』（2002）

担
たん

当
とう

者
しゃ

が替
か

わりました。小
こ

玉
だま

安
やす

恵
え

、古
ふる

川
かわ

嘉
よし

子
こ

　読
どく

者
しゃ

の皆
みな

さんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

などぜひお寄
よ

せください。
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歌
うた

を通
とお

して学
まな

ぶ“日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

”

『歌
うた

から学
まな

ぶ日
に

本
ほん

語
ご

』

▽名
めい

曲
きょく

21曲
きょく

を日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

教
きょう

材
ざい

に

　日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

のために日
に

本
ほん

の歌
うた

を知
し

りたいという学
がく

習
しゅう

者
しゃ

からの要
よう

望
ぼう

は日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

外
がい

を問
と

わず以
い

前
ぜん

からありました。そんな声
こえ

に応
こた

えるために作
つく

られたのが本
ほん

書
しょ

です。

　本
ほん

書
しょ

には、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

に適
てき

当
とう

と思
おも

われる、1920 年
ねん

から 1995 年
ねん

までにヒット

した 21 曲
きょく

が収
しゅう

録
ろく

されています。どれも世
せ

代
だい

を

超
こ

えて聞
き

かれている有
ゆう

名
めい

な曲
きょく

ばかりですので、

古
ふる

い曲
きょく

でも「この曲
きょく

、聞
き

いたことがある」とい

うものがあるかもしれません。

　各
かく

課
か

は、曲
きょく

によって異
こと

なりますが、歌
か

詞
し

を

中
ちゅう

心
しん

に、「文
ぶん

法
ぽう

解
かい

説
せつ

・聴
ちょう

解
かい

」「読
どっ

解
かい

」「文
ぶん

法
ぽう

」「作
さく

文
ぶん

」のいずれかを含
ふく

んだ問
もん

題
だい

、歌
うた

がヒットした

時
じ

代
だい

の背
はい

景
けい

説
せつ

明
めい

で構
こう

成
せい

されています。CD も付
つ

いていますから、CD プレーヤーが

あれば海
かい

外
がい

でも日
に

本
ほん

語
ご

の歌
うた

を聞
き

くこ

とができます。

▽さまざまな使
つか

い方
かた

が

　可
か

能
のう

　本
ほん

書
しょ

は特
とく

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベル設
せっ

定
てい

が

されていません。漢
かん

字
じ

が苦
にが

手
て

な人
ひと

の

ためには読
よ

みがな、自
じ

習
しゅう

する人
ひと

のた

めには巻
かん

末
まつ

に問
もん

題
だい

の解
かい

答
とう

がついてい

ます。使
つか

い方
かた

もさまざま考
かんが

えられま

すが、勉
べん

強
きょう

の方
ほう

法
ほう

としては次
つぎ

のよう

なやり方
かた

が紹
しょう

介
かい

されています。

　①わかるまで繰
くり

り返
かえ

し CD を聞
き

く→②わから

ない言
こと

葉
ば

を辞
じ

書
しょ

で調
しら

べる→③解
かい

説
せつ

を読
よ

んで確
たし

か

める→④問
もん

題
だい

で力
ちから

試
だめ

しをする→⑤「読
よ

んでみま

しょう」で歌
うた

の背
はい

景
けい

を理
り

解
かい

する→⑥もう一
いち

度
ど

聞
き

く。できれば一
いっ

緒
しょ

に歌
うた

って覚
おぼ

える。

　初
しょ

級
きゅう

レベルの人
ひと

には「学
がく

習
しゅう

のポイントと歌
うた

の

簡
かん

単
たん

な説
せつ

明
めい

」「解
かい

説
せつ

」「読
よ

んでみましょう」を自
じ

習
しゅう

で理
り

解
かい

するのは難
むずか

しいかもしれません。そん

な人
ひと

は歌
うた

の意
い

味
み

を理
り

解
かい

し、文
ぶん

法
ぽう

を確
かく

認
にん

するだけ

でもいいでしょう。教
きょう

師
し

が授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で利
り

用
よう

する

のであれば、目
もく

次
じ

に、

曲
きょく

名
めい

といっしょに文
ぶん

法
ぽう

文
ぶん

型
けい

リストがあるの

で、新
あたら

しい文
ぶん

型
けい

を学
がく

習
しゅう

した後
あと

、まとめとして

その文
ぶん

型
けい

を含
ふく

む曲
きょく

を取
と

り上
あ

げることもできま

す。歌
うた

を歌
うた

うだけでも

いいでしょうし、歌
うた

を

聞
き

いて歌
か

詞
し

の一
いち

部
ぶ

を書
か

き取
と

ったり、歌
か

詞
し

から

読
よ

み取
と

れるイメージを

話
はな

し合
あ

ったり、替
か

え歌
うた

を作
つく

ったり、自
じ

由
ゆう

に作
さく

文
ぶん

を書
か

いたりと、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルに

応
おう

じてさまざまな

使
つか

い方
かた

ができます。

収
しゅう

録
ろく

曲
きょく

「むすんで

ひらいて」「お寺
てら

のおしょうさん」

には「教
おし

える方
かた

へ」

という欄
らん

もあり、教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

に大
おお

いに参
さん

考
こう

になり

ます。
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　「日
に

本
ほん

語
ご

の教
きょう

材
ざい

や図
と

書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き

きます。このコーナーでは、最
さい

近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

してい

きます。誌
し

面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た

つ本
ほん

」、また、「知
し

っていると便
べん

利
り

な図
と

書
しょ

・資
し

料
りょう

」

などを取
と

り上
あ

げます。

－新
しん

刊
かん

教
きょう

材
ざい

・図
と

書
しょ

紹
しょう

介
かい

－
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